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1.は じめに

新潟県二島郡越路町大字沢下条に所在する岩田遺跡の発掘調査の結果、平安時代 (9世:紀りの掘

立柱建物1:″『群が検出された。信濃川の河岸段丘上に立地するこれらの建物跡群の柱穴には、柱

根部分が遺存 していた。また、本遺跡からは多量の須恵器片が出上 したが、周辺には、岩野原。

羽黒・笹山など須恵器窯ナ||:群 が密集 している点、遺構は掘立柱建物 を主体としている点等から、

周辺の窯址群を管理する役所のような性格 を帯びた遺跡 とみられている。

今回 |ま 、遺物整理作業に伴い、整理担当者である佐藤・石坂氏 らにより自然科学分析調査の

実施が要望 された。当社技師 1名 が平成 3年 7月 22日 、整理作業が実施 されている郷土資料館

に赴 き、 1協 議、課題設定を行い、あわせて材・種子試料等の選択・採取 を行った。ここでは、

これらを踏まえ、分析調査計画をまとめておきたい。

2.分析 調査課題の設定

協議の結果、以 下の分析調査課題を設定した。

(1lTII)平 安時代掘立柱建物に使用された本材の種類を確認し、当時の建築用材に関する情報

を得る。

C)平安時代上坑等より出土した種子の種類を確認し、当時の栽培植物や可食植物に関す

る情報を得る。

IЭ 平安時代須恵器の胎上の特徴を把握するとともに、その製作地や流通に関する情報を

得 る。

3.対象試料 と手法

① 平安時代掘立柱建物の建築用材

平安時代 (9世紀)l′鵬立柱建物跡 SB-2・ 4・ 8及びMC― P5な どでは、柱穴中に柱根とみ

られる丸材がほぼ生の状態で検出されている。これら9点 について同定用試料を採取 し、材同

定を行い、当時の建築用材について検討する。既知の同時代住居址の建築用材との対比や、周

辺植生との関連について可能なlo限 り検討を行いたい。また、比較試料として、同時代土坑より

出土した脚付盆とみられる本製品 1点 についても、あわせて材同定を行う。

② 栽培植物や可食植物

平安時代 (9L紀)土坑 SK-5・ 10な どから出tし た種子 (一 部炭化種子を含む)一式分について

種子同定を行 う。同定結果にもとずき、当時の周辺植生や農耕・栽培および植物質食料の利用

などについて、可能な限り情報提供を行 う。

③ 須恵器の製作地 。流通

これまでの考古学的知見によれば、｀
「 安時代

`9世
紀,頃 になると越路町周辺では、近辺に分布

する岩野原・羽黒・笹山などの窯で製作された須恵器は流通しなくなり、かわって佐渡小泊 (カ

メ畑。江ノ下など)産の須恵器が流通するようになると言われている。ところで、これまで小泊産
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の肉眼的示標 として、胎上中に含まれる自色粒子が注意されてきた。岩田遺跡では、これまで

小泊産 とされてきたこのような自色粒子を含む須恵器が出土 しているが、これに伴って羽黒な

どの在地窯産 とみられる須恵器 も少なからず出土 しており、平安時代の須恵器の製作・流通に

ついて検討する必要が生 じている。

今回の分析調査では、須恵器ナ不を対象として、佐渡小泊 (カ メ畑・江ノド)窯址出土試料 4点、越路

町周辺 (三島町 の́沢、長岡市羽黒、小千谷市権□)窯址出 t試料10点 、岩田遺跡出t試料 (小泊産とみ

られるもの3点 を含む)15点 について薄片 を作製、鉱物顕微鏡下で観察 を行い、各窯址及び岩田遺

跡 (消費地りの須恵器胎土の鉱物学的特徴 を把握する。このような作業を通 して、今後製作地か

ら消費地への須恵器流通の問題 を検討するうえでの基礎資料を得る。

なお、比較試料として、小千谷市山谷遺跡出上の珠 1州焼甕片 (中 L)1点 についても同様の分

析調査 を行 う。従って、対象試料は、計30点である。

4.岩 田遺跡 出土材 の樹種

(1)試料

試料は、本遺跡の掘立柱建物址 iSB-2,4,B-4,8,MC― P5)の 柱穴中から出土 した柱根 とみら

れる丸材 9点 と、土坑 (SK-10)か ら出上 した本製品 (脚付盆)1点である。

(2)方法

剃刀の刃を用いて、試料の本日・柾 日・板日の 3断面の徒手切片 を作製、ガム・クロラール

で封入 し、生物顕微鏡で観察・同定 した.

(3)結果

同定結果を表 1に示す。M6の 試料は劣化が激 しく同定できなかったが、他の 9点の試料は

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の ^種 とクリに同定された。試料の細胞学的特徴や現生種の一般

的な性質を以下に記す。なお、一般的な性質については「本の辞典 第 2, 4巻」(平井、1979、

1980)を 参考にした。

・ コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種 (Oπ
“・

S subgen.I´ ψ
"ο

bα励″s sect.P"磨 sp.)ブ ナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 2列 、孔園外で急激に管径を減 じのち漸減 しながら火炎状 に配列する。

大道管は管壁は厚 く、横断面では円形～楕円形、小道管は管壁は中庸～薄 く、横断面では多角

形、ともに単独。単穿孔 を有 し、壁孔は交互状 に配列、放射組織 との間では柵状～網 日状 とな

る。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は周囲状および

短接線状。柔細胞はしばしば結品を含む。年輪界は明瞭。

コナラ節は、ヨナラ亜属 (落葉ナラ脚 の中で、果実 (い わゆるドングリ)が 1年 目に熟するグルー

プで、モンゴリナラ(0′′γε,s″ο,4“ο′m)と その変種 ミズナラ(0“ο″gο′
“

Var.″ぷ
“

/γα′α)、 コナラ(O sογγα
`α

)、

ナラガシワ(0"″α)、 カンワ(Oι′′″′α′α)と いくつかの変・品種 を含む。モンゴリナラは北海道・

本州 (丹波地方以北)に 、 ミズナラ・カシワは北海道 。本州・四国 。九州に、分布する。ヨナラは
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樹高20mに なる高本で、古 くから薪炭材として利用され、植栽 されることも多かった。材は重

硬で、力|1工 は困難、器具・機械・樽材などの用途が知 られ、薪炭材としてはクヌギ (O αεz鵬t物 )

に次 ぐ優良材である。枝葉 を緑肥 としたり、虫えいを染料とすることもある。

0ク リ (εαsた″α εγ
“

′α)ブナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 4列 、孔圏外で急激に管径 を減 じのち漸減 しながら火炎状 に配列する。

大道管は単独、横断面では円形～楕円サ1多 、小道管は単独および 2～ 3個 が斜 (放射)方 向に複合、

横断面では角張った楕円形～多角形、ともに管壁は薄い。道管は単穿孔 を有 し、壁孔は交互状

に配列、放射組織 との間では柵状～網 目状 となる。放射組織は同性、単列、 1～ 15細胞高。柔

組織は周囲状 および短接線状。年輪界は明瞭 .

クリは北海道南西部・本州・四国・九州の山野に自生 し、また植栽 される落葉高本である。

材はやや重硬で、強度は大 きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高い。上本・建築・器具・

家具・薪炭材、柑木や海苔粗柔などの用途が知られている。樹皮からはタンニンが採 られ、果

実は食用となる。各地の遺跡からの出土例の多い樹種の一つである。

表 1 出土材の樹種

ヽ 検出遺構など 用 途 樹  種  名

１

２

３

４

５

６

７

８

９

SB2-P3

SB2-P5
SB2-P6
SB2-P9
SB2-P10
SB004-P2

B4-P3
B8-P9
MiC― P5

SK10-32 盆

根

根

根

根

根

根

根

根

根

き付

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

脚

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

広葉樹 (環孔材 )

クリ

コナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種

クリ

クリ

(4)考察

柱材とされる 9点の試料は、クリ7点、コナラ節 1点、広葉樹 (環孔材,1点 であった。圧倒

的に多いクリは、各地の遺跡でも建築材として報告された例が多く、これまでの事例から考え

て今回の結果は決 して特異ではない。

クリは、耐久性が高く、含有成分の特性 から土中でも腐 りにくいため、掘立柱のような用途

に適 した樹種であるといえる。また、現在の植生等から考えると、遺跡周辺で比較的容易に人

手できたことが推測できる。

新潟県内ではこれまでに過去の建築材の材同定を行った報告例が乏 しいため、周辺遺跡 との
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比較はできない。また、 |ま とんどがクリであったが、クリは土中で比較的残 りやすい樹種であ

るため、今回の結果から建物の柱 にクリをどの程度の割合で用いていたかはわからない。今回

の調査でもクリ以外の樹種が検出されており、 クリ以外にも柱材に用いていた樹種があったこ

とは明らかである。これらの問題については、今後 さらに分析を行い資料の蓄積 を行 う必要が

ある。

脚付盆はクリであった。同名の本製品の同定例は知 られていないので、 クリが用いられてい

ることについて考察することはできない。 しかし、高ナ不にはヤマグワ、ケヤキ等が、椀には ト

チノキ、ブナ属、ケヤキ、クリ等の広葉樹が多く用いられている。 したがって、今回の結果も

広葉樹であるクリが用いられているということはこれまでの傾向に矛盾 しない。今後 さらに資

料の蓄積が必要な製品の一つであろう。

文献

平井信二 (1979、 1980,本の事典 第 2巻、第 4巻  かなえ書房

5.岩 田遺跡 出土種 子 の種類

(1)試料

平安時代の上坑 SK5,10、 柱立柱建物跡 SB4-P4、 およびD5-12・ C5-10な ど包含層

中より出土 した種子44粒 (破片化したものを含む)を 同定試料とした (表 2,。 土坑の性格や、包含層中

より出上 した種子の出上状況などの詳細は不明である.

(2)方法

肉眼および実体顕微鏡 を用いて同定を行い、写真撮影 (L」版2)も 行った。

(3)結果

得 られた大型植物の一覧表を表 2に 示 した。

今回検出された種類は、モモ・マメ科 A・ マメ科 B・ アカメガンワ・ トチノキ・ブ ドウ属・

ヒエ・イネである。以下に各種類の形態的特徴 を記す。

・ モモ (Pγκ″zs郷
“

Batch)核 バラ科

核は茶褐色。側面観・上面観 とも楕円形。長さ23mm、 幅1肺 m、 厚 さ1姉m。 一側面に縫合線が

日立ち、下部に「へそ」が発達する。表面には、モモ特有のしわ状隆起構造が認められる。核

の形態は丸みを帯びるがやや細長い。

●マメ科 A(■⑬″」″οsαθ A)種子

種子は炭化 し、黒色。俵型状で長さ7.2mm、 幅 4 mm。 一側面に種子長の約半分に相当する長

さの「へそ」が存在する。マメ科 Bと した個体より細長いの

●マメ科 B(■夕
“

t″οsα B́)種子

種子は炭化 し、黒色。長さ3.7mm、 幅 3 mm。 一側面に「へそ」が位置するが、破損 している。

「へそ」の長さは不明。マメ科 Aと した個体より丸みを帯び小型であるため、別種であると考
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えられる。

・ アカメガシワ (Ma′あ′πs″οπttt Mueller)種 子  トウダイグサ科

種子片が得 られた。黒色。表面に瘤状突起が密布する。種皮はやや厚 く硬い。

・ トチノキい 翻%s励腕′α′α Blume)種 子  トチノキ科

種子片が得 られた。黒色。種皮はやや薄い力ヽ更い。

・ ブ ドウ属 (ytt sp)種子 ブ ドウ科

種子は黒色。側面観は卵形、上面観は楕円形。長さ 5■nl、 幅 4.8nlm。 背面にさじ状の「へそ」

がある。腹面部分は得られていない。種皮は薄 く硬い。

・ ヒ ェ け 加 οσあゎα 励 臆 Ohwi et Yabuno)穎 果  イ ネ 科

穎果は淡褐色。側面観は楕円形、上面観は半月形。長さ3.8ninl、 幅 1.7mm。 表面に縦方向にの

びる筋が多くみられる。

・ イネ (Oγ,,2α 就加 Linne)胚乳  イネ科

胚乳は炭化 し、黒色。側面観・上面観 とも楕円形。長さ4.5mm、 幅 3 mm程度。胚の部分は失わ

れている。

表 2 出土種子の同定結果

*破片化 していた試料を示す。

(4)考察

当時食用として用いられたもの、もしくはその可能性があるものとして、モモ・マメ科 A・

マメ科 B・ トチノキ・ブ ドウ属・ヒエ・イネがあげられる。この中で栽培のために渡来 したと

いわれている種類はモモ・イネであり、それ以外に栽培 されていた可能性がある種類はマメ科

A・ マメ科 B・ ヒエがあげられる。

ブ ドウ属や トチノキ・アカメガンワの種子は、周囲に生育 していたものに由来 しているのか

もしれない。特 にブ ドウ属や トチノキは食用のために採集 され、遺跡内に持 ち込まれたもの
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試料名

種子 部位

D5-12 C5-10 SK10① SK10
2層
1

SK5 SK
3層
1

SB4-
P4

モ モ

マメ科 A
マメ科 B

アカメガシワ

トチノキ

ブ ドウ属

ヒエ

イネ

核

種子

種子

種子

種子

種子

穎果

胚乳

2*

1*

2*

1*

1

1

2*

8

1

6

6*

11

1*

1



かもしれない。

また、今回検出された種実は、人間にとって利用価値が高いものが多く含まれていることか

ら、これらは遺跡内での貯蔵物や投棄物、残澄などの可能性がある。

6.県 内出土須恵器薄片作製鑑定

(1)試料

提供された下記の須恵器30試料を切断して薄片を作成 し、顕微鏡観察を行った。

薄片番号   遺跡名   試料名

:  
岩田遺跡

 象:標::Υ f∫
4) 

〕
考古学的矢

|1見
から佐渡小泊産と

3          有各縁F8-13-7(SK6) り 
されているもの

4          有台杯 (?)口 縁 D8
5          無台杯底部C8-13-2(SK13)

6          無台杯口縁 C8
7          無台杯底部D7
8          無台杯目縁 D8
9          有台杯底部D5
10          無台杯底部 C6-12-2(SK5)

11          無台杯口縁 SK10-21

12          有台杯 1/3B8-25-1

13          無台杯底部 B5
14          無台杯口縁 SK13

15          有台杯底部SB2-P10
16   カメ畑遺跡  無台杯底古ド      、

17          無台杯目縁       |
18   江 ノ下遺跡  無台杯底音じ       1 1工 1ス ●口:′上

19          無台杯目縁      ノ

20   -ノ 沢遺跡  無台杯 1/3CD-5

21          無台杯口縁部 5-D

22          無台杯目縁

23    羽黒遺跡  無台杯口縁部

24          無台杯「]縁部

25          無台杯口縁部

26          無台杯「
」縁部

27    権田遺跡  無台杯 1/2

28          有台杯 1/2権 田窯

29          有台杯 1/4 KGY権田窯跡

30    山谷遺跡  甕 (珠洲焼)破片

(2)顕微鏡観察結果

陶磁器原料となるいわゆる陶土は素地あるいは胎土とも呼ばれ、粘土鉱物 を主体 とし、石英
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長石類などの鉱物片 と岩石片 を含んでいる。

粘土鉱物は加水アルミノけい酸塩鉱物であるため、100° C前後で付着水を、500～ 600° Cで結

晶水を失い、分解するため、高温状態では本来の性質は失われ、焼成物から粘成物から粘土鉱

物の種類 を特定することは困難である。これに対 し、鉱物片や岩石片はその種類や含有量が後

背地 となる地質を反映し、地域性 を特徴づける要素の一つとなることがある。

また、素地・鉱物片・岩石片が高温焼成 された場合、加熱温度によりさまざまな変化を起 こ

す。

顕微鏡観察は焼成物に生 じている現象を把握 し、解析することを目的としている。

|1111iIIIIIII焼 成物の推定温度について

一般 に、石英・長石類など素地中に存在する鉱物は単鉱物で実験する場合 と比較すると、他

のアル ミノけい酸塩鉱物 と共生 している場合の方が,ヽぇ応 しやすい性質 を有 している。

陶磁器の素地がカオリン質+長石+石英の場合、高温焼成時に生ずる現象は以下の通 りであ

る。

1)950° Cで カオリンが分解 し、Al― Si spinelと よばれる中間相 を生成する。

2)約 1,000° Cで液相が生成 し始める。液相は鉱物により異なり、カリ長石は融点1,150° C、

アルバ イトは融点1,118° Cで完了する。

3)石英粒子の液相への溶解は1,150° C付近から始 まり、 さらに温度をあげると溶解が進む。

4)カ オリンの熱分解で生成されたAl― Si spinelは 1,100° C付近からSi02と 反応 し、鱗片状ム

ライト(‐次ムライト)を し始めるが、 さらに温度が L昇 すると液相中に溶解 し、液相から針

状のムライト(二次ムライト)が析出する。針状 ムライ トは1,200° Cでかなりの量が生成される。

5)残留 した石英は1,250° Cか ら除々にクリス トバライトに変化する.

6)ム ライ ト量は1,350° Cで最大となり、以後減少 し始める。

素地の鉱物組み合わせや焼成時間も相関するため、ある現象が観察 された場合に上の温度を

正確 に示すとは必ず しも言えない面もあるが、顕微鏡下での温度推定の手がかりになるデータ

として別添の「須恵器薄片顕微鏡観察記録表」の推定焼成温度の項に記載 した。

一般 に、今回の試料では、 卜に示 した 2)～ 4)の 段階にあり、焼成温度は1,100～ 1,200° Cと

推定されるものが大部分である。

なお、Al― Si spinelと よばれる中間相 と思われるものは鏡下で大半の試料にその存在が認め

られるが、微品質であることと、光学性が等方性で顕微鏡下の観察のみでは同定することがで

きないため記載から省略 した。

② 鉱物片

試料全般 にわたり普遍的に含まれる鉱物片は石英・カリ長石・アルバイ ト(曹長石)・ 不透明鉱
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物である。

石英・カリ長石・アルバイ トは出土地により含有量の多寡は認められるが、もともと粘土鉱

物とともに陶上の主要′1青成要素となる鉱物である。

陶磁器素地原料として一般 に用いられている原料は天然に産する粘土 的 11)と 岩石で、基本

的な鉱物組成は 1)粘土鉱物、 2)石英、 3)長石 (カ リ長石とアルバイト)が 3大要素である。この

3成分が適当な量比で存在しなければ、製品の製造・焼成は不口∫能である.参 考までに陶磁器製

造に関わるこれらの役割 を述べる。

1)成形 に必要な可塑性 (成形性)がなければならない。可塑性 に最も寄与する要素は粘土鉱物で、

「のび」がよく、「腰」が強い製品を作るために不嗜欠である。

2)成形後の乾燥時に|トタが崩れたり、ひび割れ等が生じてはならない.砂分が多すぎたり、適

当でない粘土鉱物が混入されていると障害 を生ずる。

3)焼成時に焼 き締 まり、 しかも焼成温度範囲が広いことが要求される。焼 き締まりは熔化 (ガ

ラス化)お よびムライト化で、主として長石・粘上鉱物が寄与するc

4)石英は成形性や焼成温度範囲を調節する役割を果たす。

5)現代の家庭用陶磁器では石英が20～ 35%、 粘土鉱物が40～ 55%、 長石が20～ 30%の 範囲の

素地 を使用 し、長石の一部は方解石で置 き換 えている。

試料により微量～ きわめて微量で存在するその他の鉱物片は、黒雲母・単斜輝石・斜方輝石で

ある。これらの鉱物片は陶土としては不純鉱物で、陶土の起源 を示唆する地質的な背景を解釈

する手がかりを与 えていると考えられるので、陶土産地間の比較 を行 うことによりその特性 を

把握する必要がある。

以 ドに主要鉱物片について観察結果を列挙する。

a)石英

石英は大部分の試料では中量存在 し、大きさ0.1～ 1.肺mの 他形破片状 を呈 し、淘汰は不良で

ある。大型の石英片の内部には加熱・冷却時の体積変化に起因する割れ目が生成 されていて、

割れ目に沿って部分的に溶融する組織がみられる(図版 7う 。カオリン鉱物などと共存する石英は

おおよそ1,150° Cか ら溶解 し始めることが知 られているから、溶融組織 を示す石英の鉱物片が

含まれている試料片は少なくとも1,150° C以上に加熱 されたことを示 している。

b)カ リ長石

カリ長石は全試料にわたって微量～ きわめて微量で存在し、岩田遺跡の D8、 D5、 C6-12-2(S

K5)、 SB― P10、 および ^の 沢遺跡の5-Dに 比較的多く含まれる。大 きさ0.2～ 0.mmの他形粒状

を呈するものが多いが、岩田遺跡のSB4 P-8、 権田遺跡無台杯1/2(薄 片番号27)に o.9～ 1.mmの

大型の破片が含まれる。カリ長石は正長石が大部分であるが、一部にマイクロリン・パーサイ

トが認められる。カリ長石は火山岩類にはあまり大 きな結晶はみられず、花商岩類に起源する
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例が多い。

カリ長石は加熱による溶融が比較的鋭敏に認められる鉱物である。 1,150° C前後の加熱によ

り、労開および外縁 に沿って溶解 してガラスを形成 し(図版 7、 17、 21、 26、 38)、 しばしば鉱物片 が

完全に溶融ガラスに変化 している現象が認められる。 しかし、多くの場合顕微鏡下でガラス中

にカリ長石が残晶としてみられる。今回の試料ではカリ長石のガラス中に針状 ムライ トが析

出する現象は観察 されなかった。

c)ア ルバイ ト(曹長石)

大部分の試料に微量～ きわめて微量で存在 し、岩田遺跡のF8-13-7、 D7、 D5、 B5、 山谷遺跡

カメ (ス ズ)に 比較的多く含まれ、権田遺跡無台杯1/2鱒片番号27)で は欠如 している。

アルバイ トは大 きさ0.2～ 0.mmの他形粒状 を呈するものが多いが、カメ畑遺跡無台杯口縁 と

山谷遺跡 カメ (ス ズ)に 1.いm以上の大型の破片が含まれる。

試料中のアルバイ トは集片双晶が発達 しているものが多い。加熱温度の違いを反映 し、不変

化のもの、外縁あるいは労開に沿って溶化 してガラスを形成 しているもの、本来の光学性 を失

い非品質化 しているもの、外縁 に沿って針状 ムライ トを形成 しているもの、鉱物片全体に針状

ムライ トが形成 されているもの、など各段階の現象が観察 される。

d)単斜輝石

単斜輝石 を微量～ きわめて微量に含む試料は、岩田遺跡のSB4 P-8、 D8、 C-8-13-2(SK13)、

D8、 D5、 B8-25-1、 SB2-P10、 カメ畑遺跡無台杯底部、江ノ下遺跡無台杯底部、一の沢遺跡無

台杯口縁部、羽黒遺跡無台杯口縁部 (薄片番号24)、 同無台杯口縁部 (薄片番号25)、 同無台杯口縁部

(薄片番号26)、 権田遺跡有台杯 1/2、 同有台杯 1/4、 同有台杯 1/4(KGY権田窯跡)で ある。

一般 に単斜輝石は大 きさ0.1～ 0.‰mの 半自形粒状 を示す破片で、ブロンズの色調を示 し、多

色性はきわめて弱 く、斜消光する。例外的な単斜輝石は、カメ畑遺跡無台杯底部 と羽黒遺跡の

試料に含まれるものである。カメ畑遺跡無台杯底部に含まれる単斜輝石は淡黄緑色～帯緑褐色

の著 しい多色性 を有 し、羽黒遺跡無台杯口縁部 鱒片番号24)、 同無台杯口縁部 (薄片番号25)の単斜

輝石は黄褐色～褐色の著 しい多色性 を有 し、他遺跡試料に含まれる単斜輝石 とは異なる性質 を

示す。ただし、羽黒遺跡無台杯口縁部 (薄片番号26)で は、岩田遺跡 などの試料と同様にブロンズ

の色調を示す多色性のきわめて弱い種が共存 している。

岩田遺跡の試料の一部およびカメ畑遺跡無台杯底部では、鉱物片の外縁部がオパサイ ト化 し

ている。

e)斜方輝石

斜方輝石は岩田遺跡のC6-12-2(SK5)と 権田遺跡有台杯 1/4(KGY権田窯跡)の 2試料にきわめて

微量含まれる。単斜輝石 と同様に大 きさ0.2mm程度の半自形粒状～短柱状 を呈し、淡黄褐色 を示

し、直消光する。多色性はきわめて弱い。
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輝石類 (単斜輝石・斜方輝石)は 中性～塩基性火山岩類 (安 山岩・玄武岩)に 由来することが多い。

f)不透明鉱物

不透明鉱物は含有量に差はあるが、例外なく全試料に含まれている。黒色で不透明であるた

め、偏光顕微鏡下では鉱物種は同定できない。 しかし、外形から磁鉄鉱 と輝石類から変質 して

生成 されたものの二種が存在すると判断される。大 きさはo.ol～ o.姉mの ものが多く、例外的に

1.5ninlの ものが観察 される (岩 田遺跡B8-25-1)。 粒状で小型のものは磁鉄鉱で、短柱状で比較的大

型のものは輝石類がオパサイ ト化 したものと判定される。なお、オパサイ トは火成岩に産する

黒色不透明で偏光顕微鏡下で同定不能な鉱物粒の一般的名称である。火成岩中では輝石・角閃

石・黒雲母などの有色鉱物粒の周縁 に析出していることが多く、微粒の磁鉄鉱 またはイルメナ

イ ト(チ タン鉄鉱)と されている。

とくに、不透明鉱物が多い試料は一の沢遺跡CD-3(薄片番号20)と 5-D(薄片番号21)で ある。 試

料5-Dで は菱形 を示すものがあり、輝石からの変質物と思われる。岩田遺跡B5は比較的不透明

鉱物が多い試料で、菱形 を示すもの、単斜輝石を残晶と残すものが認められる。

g)黒雲母

黒雲母が鉱物片 として含まれる試料は少なく、岩田遺跡のD8、 SK10-21、 SK13、 一の沢遺

跡CD-5、 5-D、 羽黒遺跡無台杯口縁部 (薄片番号23)、 同無台杯口縁部 (薄片番号26)、 権田遺跡無台

杯1/2の 8試料である。一の沢遺跡5-Dに 微量含むほかは、いずれもきわめて微量で存在する。

長さ0.1～ 0.3nllnに 伸長した柱状～葉片状 を呈する。一部は黒雲母の光学性 を保持 している。 し

かし、外形は淡褐色の黒雲母であるが、大部分は加熱 されたことにより本来の光学性は失われ、

弱い多色性の鉱物に変質 している。

③ 岩石片

原料となる粘土は堆積性の陶上であり、上流に分布する地質 を反映 して岩石片を含有 してい

る。特徴的に含まれる岩種はチャー トと珪化岩で、この他に安山岩などの火山岩類 を含むもの

が観察 される。

a)チ ャー ト

少量～微量存在 し、岩片の大 きさは出土地により差がある。最大粒径で比較すると、岩田遺

跡出土試料は0.2～ 1.()nmで粒径は試料によりまちまちである。カメ畑遺跡試料は最大粒径では

1試料が0.肺m、 1試料は1.師m、 江ノ下遺跡試料は細粒片で0.2m、 一の沢遺跡試料は粗粒片で、

0.8～ 1.いm、 羽黒遺跡試料は0.3～ 0.いm、 権田・山谷試料は1.1～ 1.術mで粗粒片である(図版36)。

岩質はいずれも微晶質～細品質の石英の集合体で構成 され、再結晶したものが多く、セリサ

イ トを伴 うものがある。一部に非変成チャー トと思われるカルセ ドニーの組織 を残存するもの

がある。粒形は亜角礫～亜円礫状で江川等で運搬 された形状 を示 している。
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b)珪化岩

大部分は縫合状石英の集合体で構成 され、一部に長石を伴 う変質岩の岩片で、源岩は不明で

あるが、安山岩 と推定される組織 を有するものがある。大部分の試料に含まれる。江ノ下遺跡

試料には珪化岩の形状は示 さないが、カルセ ドニー (玉臓 の組織 を示す岩片が含まれる。おそ

らく火山岩の空隙を充損 したカルセ ドニーが岩片 として堆積 したものであろう。珪化岩の岩片

は亜角礫状 を示すものが多く、上記のチャー ト岩片より近 くに供給源が存在すると思われる。

c)安 山岩

安山岩 が岩片 として取 り込まれている試料は岩田遺跡のD8と 山谷遺跡のカメ (ス ズ)の 2試料

である。亜円礫～円礫状 を呈 し、いずれもガラス基流晶質の組織 を示すが、山谷遺跡のカメ (ス

ズ)に 含まれる安山岩 は水中で急冷 した組織 を示 し、明らかに異なる岩体から供給されたもの

である。

d)そ の他の岩石片

花間と思われる岩石片が岩田遺跡 F8-13-7に 含まれる。石英 とカリ長石が集斑状組織 を示す

岩石片で、他の鉱物はみられないため、花間岩 と断定はできない。1.5nm大 の亜角礫状 を呈する。

流紋岩および同質凝灰岩の岩石片が、山谷遺跡のカメ (ス ズ)に 亜角礫状で含まれる。流紋岩

質岩石片が含まれる試料は他にはみられない。山谷遺跡カメ (ス ズ)の 特徴であろう。

④ 粘土について

陶土の主要成分の一つは粘土である。粘土は粘土鉱物 と微粒の石英などの鉱物破片で構成 さ

れている。ここでいう微粒鉱物破片はおおよそ0.02mm以 下での鉱物片で、大部分は石英で、長

石類は確認できない。

粘土鉱物は焼成されて非晶質化 したものが大部分で、一部は溶化 しガラスとなっているため

鉱物の同定は不可能である。

試料を顕微鏡下で観察すると、色調は淡色から濃色まで多様である。大部分は単味焼成 して

いるが、濃淡二種の粘土を混合 している試料がある (図版 3、 22)。 岩田遺跡のB5-11(SK-4)、 D7、

B5、 SK13、 カメ畑遺跡無台杯底部、羽黒遺跡無台杯口縁部 鱒片番号23)で ある。これらの試料

に共通 してみられる現象は、淡色粘土に石英の微晶破片が濃集 していることである。

一般 に淘汰性は鉱物片や岩石片を合み、中程度～不良を示す試料が多く、比較的淘汰度の良

好な粘土を使用 しているものは江ノ下遺跡無台杯底部 鱒片番号18)の みである。

また、陶土中に化石がみられる 4試料がある。化石は径0.05～ 0.lmmの 円形 を示すものが多

く、岩田遺跡B5-11(SK-4)、 一の沢遺跡 CD-5、 同無台杯口縁、および山谷遺跡 カメ (ス ズ)で

観察 される。とくに、山谷遺跡 カメ (ス ズ)に 多く含まれ、他の試料とは異質である。

(3)焼成鉱物 とガラス

陶土を成形 し、焼成 して製品を製造する際に、焼成温度により生成される鉱物やガラスに有
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意差が生ずることは前述 した通 りである。 しかし、実際には反応する鉱物片の大 きさや焼成時

間が関与 し、鉱物片が大 きい場合や焼成時間が充分ではない場合は反応途上の現象が観察 され

ることになる。本文および添付の記録表に推定焼成温度を示 したが、その根拠は以下の現象に

基づいている。

1)ア ルバイ トがほとんど加熱変化を起 こしていない一―アルバイ トの融点 1,118° Cに達 して

いない一―推定温度 1,120° C―。

2)長石類に溶化現象が認められるが、石英は (部分)溶 化 していない一一石英が溶融 し始める

1,150° Cに達 していない一―推定温度 1,150° C―。

3)石英が (部分)溶化 しているが針状 ムライ トの析出は認められない一―推定焼成温度1,150°

C+。

4)石英が (部分)溶化 し、アルバイ ト(仮像)な どに針状 ムライ トが析出 し始めている一―推定

温度 1,180° C。

5)針状ムライ トがアルバイト(仮像)な どにかなり密に生成されている一―結晶の大きさ(長さ)

や密度の程度により推定温度 1,200° C～ 1,200° C+。

①  ムライ ト

全般 に針状 ムライ トを生成 している試料は少ない。観察 した範囲では、ムライ トが生成 され

る場合はほとんどアルバイ トの外縁または労開に沿ってリム状 に析出 し(図版13)、 一部は粘土塊

がガラス化 した部分に析出 している。アルバイ ト片全面にわたって比較的密に生成されている

試料は、岩田遺跡 D7の みである (図版11)。

ムライ トが生成 されている試料は岩田遺跡SB4 P-8、 D8、 D7、 D5、 江ノ下遺跡無台杯底部、

同無台杯口縁、権田遺跡無台杯 1/2の 8試料である。

② ガラス

ガラスは高温焼成で鉱物が溶融 して生成 され、この現象を溶化と呼んでいる。試料の観察で

は焼成条件により異なるが、顕著に認められる順にカリ長石・粘土・アルバイ ト・石英が溶化

している。大部分の試料は僅少であっても溶化現象が認められるものが多いが、ほとんど変化

がみられないものとして、岩田遺跡 S K10-21、 一―の沢遺跡無台杯目縁5-Dの 2試 料がある。ま

た、一般には溶化ガラスの量は、ムライ ト化の程度が進行すると増加する傾向がある。観察試

料でとくにガラスを多く生成されている試料は、岩田遺跡 D7、 D8、 D5、 B8-25-1の 4試料で、

岩田遺跡出土品に限られる。ただし、D8と B8-25-1に は針状ムライトはみられず、一次ムライ

トと思われる等方性の鉱物が存在する。次いで比較的溶化ガラスが多くみられる試料は、江 ノ

下遺跡の無台杯底部、同無台杯口縁、羽黒遺跡無台杯口縁部 (薄片番号23お よび24)で 、前者は針

状 ムライ トの生成を伴い、後者は伴わない。
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③ 焼結核

ここで焼結核 としたものは比較的大型 (0.5～ 加m)の 円形・長円形 または筋状・縞状 を呈する不

透明体で、鉄分が濃集 し、焼結 して形成 された物質である。中空状態 となっていることが多く、

また、鉱物片等を包有することが多い。小型の場合は輝石類のオパサイト化 した部分を核 とし

ているものもみられる。岩田遺跡 B5-11(SK-4)、 SB4-P-8、 F8-13-7、 D8、 D5、 B8-25-1、 B5、

SK13、 カメ畑遺跡無台杯底部、江 ノ下遺跡無台杯底部、同無台杯目縁、権田遺跡KGY権 田窯

跡、山谷遺跡 カメ(ス ズ)に 含まれている。

(4)各遺跡出土須恵器の特徴

① 岩□遺跡

岩田遺跡から出土した試料は多様である。共通することは淘汰度が中程度から不良の素地 を

使用 し、石英・カリ長石 。アルバイトなどの鉱物片 とチャー ト・珪化岩などの岩石片が含まれ

ている。 しばしば微量の輝石類が含まれるが、その大部分は単斜輝石で、プロンズの色調を有

する多色性のきわめて弱い種である。素地の組織 を基にした主な特徴は次の通 りである。

1)二種の粘土を練 土しているもの :大部分の試料は水ひ等の処理 を行わず、単味焼成 (単
‐の

陶土で焼成)し ていると思われるが、鏡下で観察すると試料B5-11(SK-4)、 D7、 B5、 SK 13の 4

試料は濃淡二種の粘土を練 土したと思われる組織がみられる.こ の うち淡色の陶 tは比較的緻

密質であるが、石英等の小破片はむしろ多く含んでいる。これらの試料では l種 の粘土が縞状

を呈 したり、淡色粘土が溜まり状 に存在 している (図版 3,。

2)淘汰が不良で鉱物片がとくに多く含まれ、配向性が強い試料 :C8-13-2(SK13)を 典型とし

(図版 8)、 C8、 D7、 D5、 C6-12-2(SK5)、 B8-25-1、 SK13が このグループに属する (図版 9、 10

11、  13、  14、  16、  17、  19)。

このグループと比較すると鉱物片の量比等は類似するが、配向性が中程度～弱い試料として、

F8-13-7iSK6)、 D8(薄片番号8)、 SK10-21、 SB2-P10が 挙げられる (図版 6、 12、 15、 20、 21,。 配

向性は試料の切断方向によっても強弱が異なるので、これを考慮すると岩田遺跡出t15試料中

の11試料が同一グループに属することになり、本遺跡出土試料の特徴 となる現象であろう。

3)濃色で不透明鉱物を比較的多く含む試料 :B5-11(SK4)と B5は いずれも二種の粘土を練上

している試料である。両試料ともに輝石の仮像 を有する不透明鉱物が多く含まれ、縞状の鉄焼

結を伴 う。 2)の グループと比較すると鉱物片は少ない旧版 3、 18)。

4)淡色で鉱物片が少ない試料 iSB4 P-8と D8の 2試料があ り、類似 している。粘上は石英

の小破片に富むが微細である。 2)の グループの配向性の弱い試料で鉱物片の比較的少ないもの

とみなすことも可能であろう(図版 4、 7)。

本遺跡出土試料の焼成温度は必ずしも一様ではない.各鉱物の溶融現象および針状 ムライ ト

の析出状態から下記のように推定され、1,150° C― の試料が多い。
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本遺跡出土試料の焼成温度は必ずしも一様ではない。各鉱物の溶融現象および針状ムライト

の析出状態から下記のように推定され、1,150°C+の試料が多い。

推 定焼成温度

1,200° C
l,180° C

l,150° C+

試料

D7、 D5.

D8(薄片番号 4)、 SB4 P-8.

B5-11(SK-4)、 D8(thin sec.no.8)、 C6-12-2(SK5).

N8-25-1、  B5、  SK13、 SB2-P10.

F8-13-7、 C8.

C=8-13-2(SK13).

SK10-21.

1,150° C

l,150° C―

1,120° C―

② カメ畑遺跡

無台杯底部 (薄片番号16)は 濃淡二種の粘土を混合 して用い (図版22)、 鉱物片の含有量がやや少

なく、多色性の強い単斜輝石を含む。不透明鉱物はやや多く含まれるが輝石の仮像 を示すもの

が多い。これに対 し、無台杯口縁 鱒片番号17)は 比較的緻密 な粘土 を使用 し、鉱物片の合有量

が少ない (図版23)。

いずれの試料も長石類に融食組織が認められるが、無台杯底部 鱒片番号16)は 石英鉱物片はク

ラックを生じている程度で、溶化は認められないことから、焼成温度は1,150° C― と推定 され、

無台杯口縁 (薄片番号17)は 石英片が部分溶化 していることから、1,150° C+と 推定される。試料

数が少なく、試料によって性質が異なるため、共通する特徴を指摘することはできない。

③ 江ノ下遺跡

無台杯底部 (薄片番号18)は カメ畑遺跡試料と類似 した比較的淘汰度の良好な粘土を用い (図 版

24)、 無台杯口縁は濃色の淘汰度不良粘土を用いている (図版25,。 後者にはカルセ ドニー (工髄)

の組織 を示す岩石片が含まれるが、カルセ ドニーの成因は火 山岩の空隙 を充損 して産するこ

とが多く、岩石片 として含まれるケースは偶然的なものであろう。また、鉱物片 として輝石は

観察 されないが、不透明鉱物の 一部は輝石の仮像 を示すことから輝石は潜在的に含まれると思

われる。

本遺跡出土品の場合も観察 した個体数が少なく、各々異なる粘土を用いているため共通の型

を特定するに至らない。

2試料はいずれも、長石類・素地の粘土が溶化 し(図版26)、 石英片にも溶化現象が認められ、

ムライ トも析出 し始めていることから、焼成温度は1,180° Cと 推定される。

④ 一の沢遺跡

無台杯1/3CD-5鱒片番号20)は淡色の粘土 (図版27)、 無台杯口縁部 5-D{薄片番号21)は 中間色の

粘土を用いている (図版28)。 この 2試料に共通する現象は、比較的大型の不透明鉱物が多く含

まれることと、黒雲母の鉱物片が含まれることで、とくに不透明鉱物が多く含まれる現象は他
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遺跡から出上 した試料にはみられない特徴 となっている。

これに対 し、無杯台日縁 (薄片番号21)は 化石を含む淡色粘上を用いているが不透明鉱物の合有

量は微量で前二者とは異なっている図版29).従 って、不透明鉱物の含有量が本遺跡出土試料の

特徴 となるかどうかは、さらに観察個体数を増や して結論づけなければならない。

本遺跡出土試料の焼成温度は他地区と比較すると低 く、無台杯1/3CD-5(薄片番号20)は 1,200°

C+、 無台杯目縁部 5-D(薄 片番号21)は 1,120° C―、無台杯目縁 眸片番号21)は 1,150° C― と推定され

る。

⑤ 羽黒遺跡

観察 した 4試料は素地の組織から 2型 に分類 される。無台杯口縁部囀片番号23)の 素地は配向

性がやや弱 く、淡色であるが、岩田遺跡試料C8-13-2(SK13)の グループの素地 と類似 した鉱物

組成と組織 を示す佃版30)。

無台杯目縁部 (薄片番号24)、 無台杯目縁部 (薄片番号25)、 および無台杯口縁部 (薄片番号26)は 、い

ずれも無台杯目縁部 (薄片番号23)と 比較するとやや濃色で粘土成分の多い素地 となっている図版

31、 32、 33)。 無台杯口縁部 鮮片番号24)、 無台杯口縁部 時片番号25)に は単斜輝石 が含 まれるが、

黄褐色～掲色の著 しい多色性 を有する種で、岩田遺跡試料中の単斜輝石がプロンズの色調で多

色性のきわめて弱い種であることと異なった性質 を有 している。

焼成温度は無台杯口縁部 (薄片番号23)が最も高く、1,200° C―、他の 3試料は1,500° C=で、無

台杯口縁部 (薄片番号24)は 1,150° CI、 無台杯目縁部 鱒片番地 5)は 1,150° C、 無台杯国縁部 (薄片

番号26)は 1,150° C― と推定される。

O 権田遺跡

無台杯1/2鮮片番号27)と 無台杯1/2蒔片番号28)の 素地 は、小鉱物片が多く粘土分の比較的少

ない細粒部に比較的大型の鉱物片 と珪化岩岩片を含み、類似 した素地の組織 を有する (図版34、

35,。

これに対 し、有台杯 1/4(薄 片番号29)は 小鉱物破片 を含むが粘土成分に富む緻密質の素地の組

織 を示 し、大型のチャー岩片 を含む (図版36)。 今回観察 した他試料に類似する組織 を示す試料は

みられない。

無台杯1/2(薄 片番号28)に 含 まれる単斜輝石がブロンズの色調であるのに対 し̂
、
有台杯 1/4鱒

片番号29)に 含まれる単斜輝石は多色性はほとんどないが褐色を呈する種で斜方輝石 を挟在し、

前 l者 と有台杯1/4(薄 片番号29)の採取地が里なることを示唆 している。

焼成温度は無台杯 1/2幡片番号27)は 1,150° C,、 無台杯 1/2(薄片番号28)と 有台杯 1/4(薄片番号

29ウ は1,150° C― と推定される。

0 111谷遺跡

カメ (ス ズ)破片 1試料の観察 を行った。本試料は淘汰が不良で、安山岩・流紋岩 。同質凝灰
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岩などの岩片 を多く含み、化石も多く含まれる特殊な素地 を使用 している。他遺跡出土の試料

とは岩片の岩種がとくに異質であり図版37、 38)、 他遺跡 から出土 したものに類似する試料はみ

られない。

焼成温度は1,150° C― と推定 される。

(5)今回の成果 と今後の課題

以上のように、各遺跡より出土 した須恵器について鏡下の観察 に基づき、その特徴 を把握 し

た。岩円遺跡 より出土 した須恵器のうち、考古学的知見から佐渡小泊産の可能性 があるとされ

ていた 3試料は、いずれもカメ畑 。江 ノ下両遺跡より出上 した須恵器 と胎 tの特徴が合致 しな

かった。 しかし、カメ畑 。江 ノ下両遺跡出土試料中でも胎土の特徴 に差異が認められ、また対

象試料が 4試料と極めて少なかったことから、上記の事実をもって岩田遺跡出土の 3試料が佐

渡小泊産ではないと言 うこともできない。今後、佐渡各地より出上 した須恵器の同様な分析事

例 を蓄積 し、製作地のスタンダー ドを整備する必要があろう。
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須恵器薄片顕微鏡観察記録表

凡  例

鉱物・岩石片などの量比

多量 :

中量 :

少量 :

微量 :

◎

○

△

十

士
微 量

きわめ て



3

言己

そ   の   他

割れ目 | っ て している。

正長石。労開・外縁に沿って部分溶化

集片双晶。労開・外縁に沿って部分溶化鉱
　
物
　
片

柱状のものはオパサイト 輝石。

細品質石英集合体. カルセ ドニー

有台杯 薄片番号 図版番号岩 田 器 種

B5-11( -4) 備 考

勿・岩石名 量 比 粒径 (mm) 形  状

max 0. 36mm

max 0.2m
max 0. 4mm

max O.16mm

半自形破片状

半自形粒状・破片状

粒状・柱状・紐状

破片状

カリ長石

アルバィト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

黒雲母

△

十

+

+

亜角礫状チャー ト

安山岩

珪化岩

+

+

max 0. &nm

max 0.7mm

ムライト

ガ ラス

焼結核

+

+ max 1.Ornm

淘汰の程度

色 調

配向性

粘土量

チャー ト再結晶と区別困難。源岩は安山岩

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

地

の一部が溶化したガラス。

に空隙を含む。Feの濃集帯 c

濃色 中間 淡 色 二種の粘上の

強 い 中程度 弱い   縞状 となっている

は い 。 りを作る。

部分 が あ

多い 生程度 少ない

良好 不良

lmmの の記事

としている。

推定焼成温度 :1,150° C+。 石英・長石類の一部を溶化してガラスを 成しているが、ムライトは析出しない。

4 5

言己
′
Jヽツ白産 ?

石 そ   の

加熱によるクラック。部分溶化している

労開・外縁に沿って部分的にガラスに溶化

鉱
　
物
　
片

ほとんど溶化。一部にムライト 析出。

きわめて微量。

し。

微 晶

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

地

アルバイト外縁に沿って析出。疎。

アルバイト・カリ長石の一部を溶化。

部に石英・チャー ト片とガラスが多い

濃色 中間 淡色

強 い 生二重 弱 い

多い /t b \!\

記事 :長石類が溶化し、一部にムライトが析出している に は ガラス い 。

図版番号器 種 無台杯 薄片番号

SB4 P-8 備 考

言目1ヒ 粒径 ml) 形   状

他形破片状

半白形粒状

半自形粒状～破片状

破片状

カリ長石

アルバィト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

黒雲母

△

+
十

十

十

max 0. 7mm

max 0.9mm

max 0.2m

nlax O.06nm

max 0. 2mm

チャー ト

珪化岩

安山岩

+ max 0. 6mm 亜円礫状

針状

ガラス

焼結核

ムライト +

+
十 max 0. 7mm

色 調

淘汰の程度

配向性

粘土量

推定:焼茂温:度

~:~I:130Ъ‐
C「高温ではあ

‐
る
‐
が:‐

~仏‐
ラ
~不

下あ
‐
析出1ま弱 t‐
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る
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粒状 素地中に点在
‐

ブロンズ。多色性|

粒状



遺跡名

小泊産
'

そ   の

石英 とカリ長石の集斑状岩片がある。

有台杯岩 田 器 種

F8-13-7 備 考

量 比 粒径 (mm) 形  状

半自形粒状

破片状

破片状

粒状

カリ長石

アルバィト

黒雲母

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石英 △

+
△

十

max 0. &nm

max 0. 4mn

max 0. 6mm

max 0.0&m

チャー ト

安山岩

花商岩
'

珪化岩

△

+

max 0.6mm

max 1.5m

亜円礫状

亜角礫状
ムライト

ガラス

焼結核

十

十 max 0. 35mm 鉱染状・紐状

色 調

淘汰の程度

配向性

粘土量

労開・外縁に沿い部分的にガラスに溶化

鉱
　
物
　
片

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

　
地

きわめて微量で素地中に点在している。

石英とカリ

長石類が部分的にガラスに溶化

内部に空隙を含む

濃色 中間 淡 色

い 生程度
い 生菫度

J資

多

良好

弱 い

少ない 素地粘土中に石英の小破片が多い。

不良

で
｀
、 の い で る。している。 いことと て

として 2 mmi こ伸長し のものがあり、配向縞に沿っている。このなかにた 岩片が

部分的にガラスに溶化。

多 く れる。

推定焼成温度 :1,150° C。

遺跡名

A

そ   の

クラックがある。 でいる。

岩 田 器 種 有台杯 (
?)口縁 薄片番号 図版番号

D8 備  考

量 比 粒径 形  状

カリ長石

アルバイト

不透明鉱物

斜方輝石

石

△

十

+

+
十

max 0.6am

max 0.3mm

max 0.3mm

0.7mm大

0.18(nin

結核状。石英を含む

半自形粒状～破片状

破片′′t

チャー ト

安山岩

珪化岩

+

+

max 0,3mm

max 0.7mm

亜円礫状

正角礫状

ム フ ト

ガラス

+

十

max 0. 2mm 針状

配向性

粘土量

ガ ラス |

仮像 を残 してガラス化している。鉱
　
物
　
片

濃色 中間

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素
　
地

強い 中程度 弱い

粒状のものはなく、焼成結核状を示す

プロンズ色。多色性は弱い。

微品質石英で構成され、 す る

中粒の アルバイトで構成される。

アルバイト のガラス に

溶化長石類がガラス |

多上 中程度 少ない

記事 :曹長 はほとんどイ反 を示 してガラス化している。

鉱物片が少なく、淘汰性の良好な粘土 (但 し、素地中には石英の小破片が多い)。

推定焼成温度 :1,180°C
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図版番号

″・岩石名

|・ 岩石名

石 英

破片状

短柱状

黒雲母

色 調



8

A

そ   の   他

によるクラック る。

労 開・外縁 | て溶化 している。

い集片双品 外縁に沿鉱
　
物
　
片 オパサイト化が著 しいが残品がある。

と オパサイト化。

無台杯底部 薄片番号 図版番号岩 田 器 種

C8-13-2(SK13) 備  考

逼目1ヒ 粒径 (mm) 形  状

max 0. 5am

max 0. 4mm

max 0.14m

max 0.lm
max 0. 07mm

他形粒状～破片状

半自形板状

半自形粒状

半白形粒状

粒状

カリ長石

アルバイト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石 英

黒雲母

△

+

十

+
十

亜角礫状

亜 角務01犬

チャー ト

安山岩

珪化岩

十～△

+

max 0.smm

max 0. 7mm

ガ ラス

ムライ ト

十

色 調

粘土量

配向性

の程度

～細品質石英の
岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

地

アルバイトの周辺が僅かに溶化する。

濃色

強い

淡 色

中程度 弱い

多い 生程重_少なしL

安山岩の珪化岩と思われる。

記事

良好 中程度

である 3 8-13-7と ,真 (以
―
する。

鉱物片・岩石 まれ、 が不良で、粘土量がやや少ない特徴を有する。

推定焼成温度 :1,150° C―。

言己

9

石 そ   の

僅かに溶化しているc

外縁および労開に沿いガラスに溶化。

鉱
　
物
　
片

岩
石
片

焼
成
鉱
物

薄片番号 図版番号田 器 種 無台杯口縁

備  考 A

量 比 粒径 mm) 形  状

亜円礫状・破片状

破片状

破片状

不透明鉱物

カリ長石

アルバイト

斜方輝石

△石英

+

+

黒雲母
十

単斜輝石

max 0. 7m
max 0. 3mm

max 0. 4mm

max 0. lmm

チャー ト +～△

安山岩

△珪化岩

max 1.Omm

max l.Omm 亜角礫状

亜円礫状

ムライト

ガ ラス +

色 調

配向性

粘土量

外縁・労開に沿い溶化。双品を残す.

に する。極めて微量である。

微 晶 の集

著義]を合み
‐
、
‐~蔀

分百1~[~分亨荻
‐
i[溶花する

‐~~

主として長石類の溶化ガラス。

濃色 中間__淡色
素 強い 中程度 弱い

地 多 い 中程度 少ない

記事 iC-8-13-2(SK と相似 した と判定。

0.7mm大 のネ占量it鬼 (非 品質,を む 。

鉱物片・岩石片が多く含まれ、淘汰性が不良で、

推定焼成温度 :1 150° C
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がやや少ない特徴 を有する。

,・ 岩石名

粒,I犬



遺跡名

注  記

10,11

岩石名 の

高温クラックがある。

ほとんどガラスに溶化している。

一部は完全に溶化し、ムライト鉱
　
物
　
片

一部は輝石類がオパサイト化したもの。

薄片番号 図版番号器 種 無台杯底部岩 田

備  考D7

形  状量 比

△

+

+

max 0.3mm

max 0. 3m
max 0. 5m

max 0. 2mm

粒状・破片状

半自形板状

粒状

)1犬カリ長石

アルバイト

黒雲母

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石英

+ max 0. 2m 亜角礫状チャー ト

安山岩

珪化岩

△

○

長さ0.05mm

ガラス

ムライト

色 調

配向性

淘汰の程度

粘土量

の 一部は溶化。
岩
石
片

焼
成
鉱
物

素
　
地

長石類 ともにガラス化。

間 の粘土を混合している。

強 い t｀

多い

アルバイト に し も い 。

良好 中程度

の小破片を多く含む粘」1を している。 の 1 の溜まりがある。

アルバイトのガラス化・ムライト化が著 しい。 を溶化したガラス量も多く、高温で焼成されたもの

鉱物片 岩石片が多く含まれ、淘汰性が不良で、粘土量がやや少ない 有する。

推定焼成温度 :1,200° C。

名 12

B

そ   の   他

のクランク〇部分溶化。

ほとんどガラスに溶化。一部に残品。

鉱
　
物
　
片

集片双晶がある。労開に沿って部分溶化

褐色で多色性 **i*
;il*;,ir

は変質。い

外形は磁鉄鉱 c する。

器 種 無台杯口縁 薄片番号 図版番号岩 田

D8 備 考

形  状量 比 粒径 (mm)

max 0. 6m
max 0. 6m
max 0.25m

max 0. 2mm

0.22min

0.2mm

破片状

長柱状

粒状

他形粒状

粒状・破片状カリ長石

アルバ イ ト

黒雲母

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石 英

△～+
△

+
?

+

十

チャー ト

安山岩

珪化岩

十

十

+

0.5mm

max 0. 5mm

0.4nm

亜円礫状

亜

max 0. tLnm 円形

ガラス

焼結核

ムライト

+
○

,旬 ,太 の

色 調

配向性

粘土量

品質石英の集合体.

岩
石
片

一部ガラス化している。

■菊粒若英ぁ重杏体
「 =蔀ば蒲r―

―一…

焼
成
鉱
物

カリ長石はほとんど溶化している。

空隙を含 に l mmに伸長した鉱染状。

濃色 中瀾
素

地 多 い

強い 中程度 弱 い

D tj t,\

リ 多く含まれている。

し、斑晶はみられない。短冊型斜長石安山岩岩片はガラス である。

カ リ の ガラスヘ

推定焼成温度 :1 150° C十。

の多い種

本試料はガラス化が著 しいが、ムライトの析出は見られない。
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粒 1(nnm)

△

0+1人

l i

= ′」,

石 名

亜角礫状破片状

円石榮吠

し



田 器  種 有台杯底部 薄片番号 図版番号

D5 備  考

量 比 形  状

アルバイト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石 英

黒雲母

カ リ +～△

+～△

△

+
?

max 0. 5mm

max 0. smm

max 0. 5mm

max O.24mm

0.32mm

粒状・破片状

粒状

破片状

チャー ト

安山岩

珪化岩

十 max 0.4mm 亜円礫状

ガ ラス

焼結核

ムライト +

+
○

0.025(nln

2 mmに 仲長

0や1犬

鉱染状

配向性

粘土量

13

B

岩 そ   の

クラ ック。 しい。

ほとんど溶化し、ガラス 残晶あり。

鉱
　
物
　
片

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

地

外縁にムライトを析出。残晶がある。

微量で素地中| る 。に

ブロンズ色で、多色性は弱い。

微品質石英で構成され、一部溶化している

カ リ 。 アルバ に い

素地の配向性を伴 うクラックを充填する

焼成による鉄分の濃集結核。

な い

量が多いことで特徴づけられる。

記事 に配向性の強いクラックが多く存在し、溶化して形成されたガラスで充ム員されている。ガラスの

推定焼成温度 :1 200° C。 長石類・石英の一部 (チ ャート岩片)が溶化し、ムライトを形成している。

14

注  記 Cl

そ   の   他

部分溶化が認められる。

外縁と労開に沿って溶化し、ガラスを形成

鉱
　
物
　
片

外縁に沿って溶化するがムライトは不析出

柱状はオパサイト化した輝石。粒は磁鉄鉱

ブロンズの色調で、多色性弱。直消光。

ワ 。

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

細品質 (0.02mm)石 英の集

主として長石類の溶化によるガラス。

地

記事

強い

多い

は

不 良

の

中程度 弱い

中程度 少ない

t｀ んでいる。

田 器  種 無台杯底部 10

C6-12-2 備  考

量 比 形  状

カリ長石

アルバィト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石英

黒雲母

+～△

△

+

十

+

max 0.35mm

max 0.4m
max 0. 4m

max 0.lm

0.1(hln

亜角礫状破片状

柱状・粒状

粒状・破片状

亜円礫状

板状

チャー ト

安山岩

十

十

max 0. /knm

max 0. smm

亜角礫状

亜

ムライト

ガ ラス 十

淘汰の程度

配向性

粘土量

推定焼成温度 :1,150° C+。 石英・長石類は溶化しているが、ムライト
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成 されていない。

い

主 1己

粒 工(rnm)

破片状

粒状

色 調 濃色 :
強 い  '

多い 「

良好 [〕汰の程度

1図版番

粒径 (m)

化岩

3調

子  ,



15

Cl

鉱物 そ の

高温焼成によるクラックが る

溶化は認められない

鉱
　
物
　
片

集片双晶が発達する られない

加水黒雲母と同様多 い 。

磁鉄鉱の外形。 する。

11 図版番号田 器 種 無台杯口縁   1薄 片番号

SK10-21 備 考

±量:上ヒ 形  状

亜円礫状破片状

板状・破片状

破片状

板状

粒状

カリ長石

アルバイト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石英

黒雲母

△

+

+
+

+

max 0. 3mm

max 0, 2mm

max 0. 3mm

max 0. 3mm

max 0. lmm

チャー ト

安山岩

珪化岩

十

十

max 0. 3mm

max 0. Smm 亜円礫状

ガラス

ムライト

配向性

粘土量

淘汰の程度

色調

され、加熱変化は無い。
岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

からなる。安山岩源

淡色

強い 中三度_墨い

地 多い t)' lg vt

記事 :長石類の溶化が認められ

素地は配合性はやや弱く、配向性がやや弱しヽ粘土を

、ガラスはほとん さ れ は比較的低い。

している。

16 17

注 Cl

岩 石 そ   の

クラックがある。僅かに溶化する。

から溶化し、中央部 |

鉱
　
物
　
片

岩
石
片

焼
成
鉱
物

双 晶 労開に沿い部分溶融。

図版沼田 器  種 有台杯 1/3 薄片番号 12

B8-25-1 備  考

±言:上ヒ 粒径 ( mm) 形  状

カリ長石

アルバィト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石英

黒雲母

△

+

+

+
十

max 0. &nm

;ii;id:$,
iii;id.,6;

in;i(i. i,*
;;;0.2m,-

破片,1大

粒状

他形粒状

チャー ト

安山岩

珪化岩

○～

+ max 0.4mm 亜円礫状

ガラス

焼結核

ムライト

○～△

+ max 0. 7mm 円形

色 調

淘汰の程度

配向性

粘土量

る。

ブロンズの色調。 はオパサイト化。

微 晶

長石類・素地がガラス化している。
|は空隙 となる。

中間 淡 色

3資 い 中程度 弱い素

　
地 多い 生程度_少ない

良好

分溶融 している。

不

カ リ

1,150° C十。
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推定焼成温度 :1,122° C―。

粒径 (mm)

亜角礫状

中品質縫合状石

:禾早f専
: 

アヽ |良好 I

l

i己

破片状

破片状

素地中に散在
‐



薄片番号 13 図版番号岩 田 器 種 無台杯低部

備  考

勿・岩石名 盲き上ヒ 粒径 耐 形   状

カリ長石

アルバィト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石英

黒雲母

十～△

+～△

+～△

+

+

max 0.24m
max 0. 4mm

max 0.4m

max 0. 4mm

max 0. 4mm

破片状

破片状

板状 ・破片状

チャー ト

安山岩

珪化岩

+～△

+

max 0.4m

max 1.0m 亜円礫状

粒状

ガ ラス

焼結核

ムライト

+

+ max 0.6m 円形

色 調

配向性

粘土量

の程度

18

C2

そ   の   他

高温焼成クラックに沿って溶化する。

ガラスに溶化している。

集片双晶・累帯組織がある。部分溶化。鉱
　
物
　
片

に散在し、日立つ。一部は輝石仮像

微品質石英の
岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

地

縫合状石

長石類の溶化と配向縞に沿 う空隙を充損。

濃色 中間 淡色

褐鉄鉱集合体様の産状を示す。

い  素地の量は比較的多いが、石英の小破片が多く合まれる。

強二_生二重 弱 い

多 い

良 不

記事 の を して としている。このうち、 土 となり、また、溜まり

(max 3 m)を 作る。粘土の使用法は岩田 B5-11(SK-4)

不透明鉱物の一部は輝石類のオパサイト化によるものである。不透明鉱物が目立つ。

推定焼成温度 :1,150° C十。

19

C2

石

一
る

一

一
て

一

一
し

一

一似
一

Ｔ
と

一

言己

そ   の

化 している。

外縁部・労開に沿ってガラスに溶化

鉱
　
物
　
片

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

地

外縁部・労開に|沿ってガラスに溶化

加水黒雲母の外観を示すが非品質化。

点在する。

の

合体。一部に

長石類の溶化によるガラス。

焼結によるFeの結核と思われる。

淡 色

弱 い

多い 中程度

良好 中程度
:2Ly:

記事 :素地の はやや濃い。一部に淡色粘土の溜まりがみられる。

オパサイト化が著 しい。

田 器  種 無台杯口縁 薄片番号 14 図版番号

SK13 備  考

量 比 粒径 | mm) 形  状

カリ長石

アルバィト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石英

黒雲母

△

+
十

+

+

max 0. 4mm

max 0. 4mm

max 0.2m
max 0. 2mm

max 0. 15m

粒状・破片状

板状・破片状

破片状

葉片状

粒状

チャー ト

安山岩

珪化岩

+～△

+

max 0. 6mm

max 0. 24mm

亜円礫状

亜円礫状

ガ ラス

焼結核

ムライト

+

+ 0.8mm 粒状

色 調

粘土量

淘汰の程度

配向性

推定焼成温度 :1 150° C+

B5-11型 。淘汰性の悪
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,主 記 C2

20,21

そ の

る。

鉱物粒の一部または全部が溶化 している。

鉱物・岩石名

クラ ックが

集片双晶 外縁が溶化している。

とチ タン鉄鉱 :が する。

ブロンズの色調で多色性は弱い。

微品質石英の集合体。

岩 田 器 種 有台杯底部 薄片番号 15 図版番号

備  考SB2-P10
形  状量 比

1,早 型

カリ長石

アルバイ ト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石英

黒雲母

△～○
△～+

十

+

十

max 1.Omm

max 0. 4mm

max 0. 2mm

max 0. 15mm

max 0. 1mm

他形破片状

粒状・柱状

破片状

他形粒状

短柱状

チャー ト

安山岩

+

十

max 0. 7mm

max 0. 2mm

亜円礫状

亜円礫状

ムライト

ガラス + カリ長石の仮像

淘汰の程度

粘土量

色調

配向性

鉱
　
物
　
片

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

カリ長石が溶化してガラスを形成。

間

い い

中品質石英集合体。

地 多い t!. tg t,t

良好 中程度

記事 :素地中の鉱物片としてアルバイトは極めて少ないっ

素地中には全般に鉱物片が極めて多く、粘土量は少ない。 は弓弓い。

22

注

そ   の

高温型クラックはあるが、融食組織なし

労開・外縁に沿ってガラスに溶化。

鉱
　
物
　
片

集片双品・累帯組織が発達.一部溶化

素地中に点在する。

多色性 は強い。オパサイ トリング

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

地

輝石安山岩の組織を残す 。

カリ長石の溶化による。

焼成による鉄の濃集部

不良

記事 :粘土分が多く、鉱物片は少ない。空隙中にスメクタイト が見られる。

カ メ 器  種 無台杯底部 薄片番号 16 図版番号

備  考

雪名 1量 比 形  状

不透明鉱物

単斜輝石

カリ長石

アルバィト

斜方輝石

十石英

黒雲母

十

一＋

max 0. 6mm

max 0. 3mm

max 0. 4m

max 0. 1mm

0.05mm

破片状

破片状

破片状

粒状

十

十
二二

岩
一岩

主
山
一化

チ
一安
一珪

max 0. 3mm

max 0. 2mm

亜円礫状

ガラス +

焼結核 | 十

ムライト

1.Omm 粒状

配向性

粘土量

淘汰

淡色 。中間色の二種の粘土を練土しており、配向性が強いため縞状 を呈する。

空隙が比較的多い。

推定焼成温度 :1,150° C―。アルバイト・カリ長石は溶化しているが、石英は溶化していない。
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色 調 濃色 |



Ｆ

ｔ
ｉ

遺跡名 23

注

石名 の

部分溶化が認められる

そ

鉱
　
物
　
片

岩
石
片

焼
成
鉱
物

器 種 無台杯目縁 薄片番号 17 図版番号カメ畑

備  考

量 比 粒径 (mm) 形  状

+

+

十

+

max 0. 35mm

max 0. 6mm

max 1.omm

max 0. 1mm

亜円礫状・破片状

粒状～破片状

破片状

粒状

カリ長石

アルバィト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

max 1.3mm

max 0. 4mm

亜円礫状チャー ト

安山岩

珪化岩

+

+
I

I
ムライト

ガラス +
I

+

色 調

淘汰の程度

配向性

粘土量

融食組織があり、溶化している。

融食組織があり、溶化している。

素地中に点在する。

長石類の溶化によるガラス。

濃色 中間 淡色
素

　
地

強い 生菫度_弱 い

い 中程度 少ない

良好 不 良

は で る 。

150° C+。 ・長石類の一部は溶化しているが、ムライトは形成されていない。

名

言己

名岩鉱物

注

24

そ  の   他

図版番号江ノ下 器  種 無台杯底部 薄片番号 18

備 考

ヨ名  1量 比 粒径 (mm) 形  状

黒雲母

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

カリ長石

アルバィト

石英 十

+

+

十

max 0.2mm

max 0.4mm

max 0. 3mm

max 0. 1mm

max 0. 1mm

他形破片状

板状・破片状

破片状

チャー ト ＋
一安山岩

珪化岩

max 0. zmm 五円礫状

ガラス

十

△

焼結核

I

I +

ムライト

max 1.0rnm

針状 微細

長円形

淘汰 の

調

粘土量

外縁・労開に沿って一部溶化している。

外縁部にムライトが析出.労開に沿い溶化鉱
　
物
　
片

て微量で、素地中に点在。

ブロンズ色調で は弓うヽ 。ヽ

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素
　
地

アルバイトの外縁にのみ析出。

長石類のようかと素地を縞状に溶化する。

鉄分の濃集部
`,内

部に空隙を多く生成.

い 中程度 弱い

い 中程度 少ない

が

中程度 不良

は ない。ムラ ト まっている。

配向縞に沿 う空隙がガラスで充填 されている。

し、ムライトの形成がアルバイトの みられる。推 1,200° C―。
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t｀

石英

黒雲母

微品質石英集合

角礫状 縫合状石英集合体

粒状

+ 破片状

濃色 :



25,26

,主 記

鉱物・岩石名 そ   の

し、ガラス している。

溶代し、ガラス化が著 しい。

鉱物片の に てムライトが析出。

外縁からオパサイト化 している。

微品質石英の集合体。

カルセ ドニの組織を残存する。

アルバ にリム状に析出するc

江 ノ 器 種 無台杯口縁 薄片番号 19 図版番号

備  考

形  状量 比 粒径 (m)

カリ長石

アルバイト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石 英

黒雲母

△

+

+

+

max 0. 5mm

max 0. 2mm

max 0. rlmm

max 0.05m

破片状

破片状

破片状

粒状

チャー ト

安山岩

珪化岩

+

十

max 0. 2mm

0.8mm

亜角礫状

ムライ ト

ガラス

焼結核

+

△

△ max 0. 4mm

針状

長

色 調

淘汰の程度

配向性

粘土量

鉱
　
物
　
片

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

長石類・素地の溶化によるガラス.

内部は空隙となっている。

間

強 い 弱 い

地 多い 生二重 少ない

良好 中程度

記事 :ア ルバイトは外′1求部にリム状にムライトを析出するが、中心部は集片双品などの組織

カリ長石は溶化が著 しく、ガラス化している。石英の一部にも溶融組織がみられ、ガラスの形成がみら

れる。カルセ ドニーは放射状の組織を残す。1破 片状で岩片の一部と思われる。

推定焼成温度 :1 200° C―。長石類の溶化が著 しく、ムライトが形成し始めている。

27

注 記

鉱物・岩石名

高温型のクランクが認められる。

労開に沿って僅かに溶化している。

集片双品発達。僅かに溶化する。

多色性明瞭。直消光。淡色化。

鉱物種不明。点在

そ   の

鉱
　
物
　
片

し、目立つ。

微 品 認められない。
岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

　

地

カルセ ドニーの球顆 (0.2mm)を 含む。

長石類の溶化。

記事

強 い 弱 い

多い

が多く まれ、 立つ。円形 10 05mm)σ ) 石

カリ長石は正長石とマイクロリンがみられる。溶化ガラスは極め

む 。

< lt tt \,\

推定焼成温度 :1,120° C+。 アルバイトが溶化し始めているが、他の鉱物片の大部分は変化していない。
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無台杯 1/3 薄片番号 20 図 |蓋跡名 一の沢 器  種

CD-5 備 考

量 比 粒径 (m) 形  状

黒雲 [1

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

カリ長石

アルバイト

△石英

+

+
十

△

max 1.Omm

max 0. 4mm

max 0.5m
max 0. 2mm

max 0.35m

破片状

破片状

破片状

長柱状

チャー ト +～△

安山岩

珪化岩 +

max 1.Omm

max 1.2mm 破片状

亜円礫状

ト

十

ム ラ

ガラス

調

配向性

粘土量

程 度

破片状

濃色 '

黒色粒状

濃色 !

'不
呈底 少



注 記

鉱物・岩 そ    の

い クラ ック 生 じている。

マイクロリン。ほとんど加熱変化なし

加ま́ヽによる変化は認められない。

淡褐～褐色の多色性があり、光学性を
´

[)

鉱
　
物
　
片

鉱物種不明。量多く目立つ。

橙色。多 性弱い。斜消光。

図版番号無台杯口縁部 薄片番号 21し跡名 一の沢 器  種

備 考5-D
当き上ヒ 粒径 耐 形  状

粒状.稀 に菱形.

粒状・短柱状

破片
‐
状

破片状

破片状

長柱状

カリ長石

アルバイト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石英

黒雲母

褐鉄鉱

+～△

△

+
十

△

+

+

max 1.8m
max 0. 6mm

max 0. 3mm

max 0. 2mm

max 0. 2mm

max 0. lmm

max 0,3m
亜円礫状チャー ト

安山岩

珪化岩

+ max 0.8m

ガ ラス

トム ラ

調

の程度

配向性

非晶質

細粒岩片多し。微晶
岩
石
片

焼

成

鉱

物

素

濃色 中間 淡 色

強い 中程度

多い 中程度

弱 い

地 :DL]j
程 度

記事 :不透明鉱物が まれる。 による変化はほとんど認められない。

黒雲母はその光学性を保持している。0.3mm大の空隙がある。焼成温度は比較的低
く

い 。

素地中には鉱物片と岩石片に 粘土量は少ないcr日 し、配向性に乏しく、 B5-11型 と る 。み 、

推定焼成温度 :1,120° C一

注  記

29

そ   の   他

0.03mm)を 含む。

正長石。外縁 | かに溶化。

労開に沿って溶化している。

部 にジルコン

大部分は0.lmm以下の 点在する。

鉱
　
物
　
片

薄片番号 22 図版番号一 の 器  種 無台杯口縁

備 考

ζ l量 比 粒径 (mm) 形   状

-11 1.4qP

max 0.3mm

max 0. Smm

max 0.3m 粒状～破片状

破片状

破片状

破片状

石英

不透明鉱物

カリ長石

アルバィト

単斜輝石

斜方輝石

△

+

+

黒雲母

+

チャー ト

珪化岩

+

安山岩
L

I

max 0. 8mm 亜円礫状

+
:l

ムライト

ガラス

色 調

配向性

粘土量

細粒岩片が多い。微品
岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

地

間

カリ長石・アルバイトの溶化によるガラス

弱 いdftt,
多い

良好
:21:_t

中程度

記事 :淡色で淘汰 く、 σ)′ の い粘土を素地としている。

0.04～ 0.lmmσ ) 化石を含む。

推定焼成温度 :1,150° C一。長石類 し始めている。ムライトは形成されていない。
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30

言己 1960年 中村表採

そ   の   他

クラック|こ 沿 って溶化する。

全般に溶化し、ガラスを形成している。

鉱
　
物
　
片

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

　
地

一部結核化し、素地中に点在する。

微 晶

主として縫合状石英で構成される。

主としてアルバイトを している。

ラスを形成。長石類 を してガ

濃色 中間 淡色

強い 中程度

多い 中程度

弱 い

良好

少ない

不 良

るで -8-13-2 と る

区羽黒 器 種 無台杯口縁部 薄片番号 23

備 考

岩 石 量 比 粒径 形  状

破片状・角礫状

粒状

カリ長石

アルバィト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石英

黒雲母

△

十

十

十

+

max 0. 5mm

max 0. 3mm

max 0. 2mm

max 0. 1mm

max 0. 03mm

チャー ト

安山岩

珪化岩

十

十

max 0. 3mm

max 0.3m

角礫状

角礫状

ムライト

ガラス 十～△

十 max 0. 1mm 針 状

色 調

粘土量

配向性

淘汰の程度

集片双晶、労開に沿い溶化。ムライト析出

黒雲母の外形を保つが変質 し非品質化.

で、素地中に淡色細粒粘土の溜まり(2mの長円物 がみられる。

推 200° C―。1 ヒし、アルバイトからムライト している。

図版番号羽黒 器  種 無台杯口縁部 薄片番号 24

羽 黒 備 考

量 比 粒径 (mm) 形  状

カリ長石

アルバィト

黒雲母

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石 英 △

+

+

十

+

max 0. gmm

max 0. 5mm

max 0.3mm

max 0. 3mm

max 0. 15mm

破片状

破片状

破片状

粒状

粒状

珪化岩

チャー ト

安山岩

+

+

max 0. 6mm

max 0. 6m

亜円礫状

礫状

ムライト

ガラス △～ 十 △～ 十

配向性

粘土量

程 度

遺跡名

注  記

鉱物・岩石名

31

1960年 中村表採

そ   の   他

労開 。外縁に沿って一部が溶化している

溶化が著 しく、一部に残晶がある。

鉱
　
物
　
片

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

　
地

集片双品発達。一部は非品質化。

のものと小型のもの

開の発達する褐色種。

る 。

する。

の

される。

長石類と素地が溶化しガラスを多く形成

強い 中程度 弱 い

多い 中程度 少ない

良好 中程度

カ リ は マ クロクリンと る に り、スメクタ が見 られる。

不透明鉱物の大型の粒は輝石類がオパサイト化した外形を示す。小型のものは磁鉄鉱の外形を示す。

単斜輝石は淡緑～褐色の多色性が強く、岩田遺跡のものと異なる。

150° C+。 長石類の溶化は著 しいが、ムライトは析出していない。

主とし
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羽黒

色 調 濃色  |



32

,主 記

鉱物・岩石名 そ の

高温型クラックがある。 に る

器 種 無台杯口縁部 薄片番号 25 図版番号

備  考 1960年 中村表拐羽 黒

形   状量 比 粒径 (mm)

カリ長石

アルバイト

黒雲母

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石英 △

+

十

十

+

max 0.5mm

max 0.5m
max 0. 3mm

max O.06mm

maxO.15mm

破片状

破片状

破片状

粒状

破片状

チャー ト

安山岩

珪化岩

+

+

max 0. 6mm

max 1.ornm

亜円礫状

亜円礫状

ムライト

ガ ラス +

粘土量

調

配向性

淘汰 の

多い

正長石 。マイクロクリン。 に溶化

集片双晶 的 | ている。

素地中

黄褐色

に点在する。

.～ 褐色の著 しい多色性。労開発達

鉱
　
物
　
片

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素
　
地

微品質石英集合体.

縫合状石英で構成される。

主として長石類の溶化によるガラス。

い

い

記事 :珪化岩が比較的多く含まれる。

鉱物片・岩石片が比較的多く含まれる。

推定焼成温度 :1,150° C+。 石英・長石類が部分溶化しているが、ムライトは形成されていない。

器  種 無台杯口縁部 薄片番号 26 図版番号

備  考 1962年 上林表|

カリ長石

アルバイト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石英

黒雲母

△

+

+
十

+
+

max 0. 6mm

max 0. 3mm

max 0.4m
max 0. 2mm

max 0. lm
max 0.15m 半自形粒状

破片状

粒状

チャー ト

安山岩

珪化岩

+ max 0.5m 亜角礫～円礫状

maxO.08mm 放射状・針状ムライト

ガラス

+

+

色 調

配向性

淘汰の程度

粘土量

注

鉱
　
物
　
片

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素
　
地

される。

主としてカリ長石の溶化によるガラス。

に に

強い 生菫度.弱い

い多

良好

さ l mmC) て い に フ

33

クラ ッチ に て

正長石。労開 溶化て す る。

外縁に沿って溶化している。

褐色種で多色性は弱く、非 化 している

素地中に点在する。

ブロンズの色調。多色性は弱い。

微品質石英集合体。一部非品質化。

てい る。

推定焼成温度 :1,150° C十。石英・長石類が部分溶化する。ムライトの形成は初期的な段階であろう

-30-

濃色 i
強 い  ' :程度

1程度 少

:程庁 不

破片状

破片状

長柱状

濃色  r

少



名 34

注  記

鉱物・岩石名 そ   の   他

クラ ックに沿 って部分溶化。

図 |器  種 無台杯 1/2 薄片番号 27

備 考

ftti上ヒ 粒径 (mm) 形  状

カリ長石

アルバィト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石英

黒雲母

△

+

+

+

max 0.4mm

max 1 .omm

niax O.08mm

max 0. 1mm

破片状

破片状

葉片状

粒状

チャー ト

安山岩

珪化岩 +～ △

+ max O.4mm

max 1.omm

亜円礫状

ムライト

ガ ラス +

配向性

粘土量

径0.4mm大 が多い。一部は溶化が著 しい。

強 い 弱 い

鉱
　
物
　
片

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

変質しているが、黄色～黄褐色の多色性

磁鉄鉱と輝石の仮像。

セリサイト つ

中品質石英を主とし、カルセ ドニーを伴 う

主 としてカリ長石 によるガラス

地 多い 少ない

好 不 良

記事 :径0.05mの円形の化石を含む。カリ長石は正長石とパーサ め ら る

小鉱物片を多く含み、粘土分が比較的少ない素地中に、比較的大型の鉱物片と珪化岩の岩片を含む。

推定焼成温度 :1,150° C+。 カリ長石の溶化が著 しいが、ムライトは されていない。

言己

岩 石

35

そ  の   他

クラックに沿 って る。

正長石。労開・外縁に沿って す る。

いる集片双品発達する。 は して

器  種 有台杯 1/2 薄片番号 28 図版番号

備  考

量 比 形  状

カリ長石

アルバイト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石 英

黒雲母

△

+
十

十

十

max 0. 3mm

max 0. 6mm

max 0. zmm

max 0.lm
max 0.zmn

破片状

破片状

破片状

粒状

粒状

チャー ト

安山岩
一岩
一

一嘲
一務

+

+

max 1.1mm

max 2. 0m 五円礫状

亜:角 礫吠

ムライト

ガラス 十

色 調

配向性

粘土量

鉱
　
物
　
片

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素地中 る。

ズの色調で 力゙弓弓tヽ 。

に す

ブロ ン

石英・カリ長石・チャー トを主とする。

主としてカリ長石の溶化によるガラスぅ

濃色 .中 _趾 淡色

強い 生程度_弱い素
　
地

記事 :権田無台杯 1/2の 素地と類似する。

多い 中程度 少ない

好 中程度

小鉱物片を多く含み、粘土分が比較的少ない素地中に、比較的大型の鉱物片と珪化岩の岩片を含むc

推定焼成温度 :1,150° C+。

-31-

色 調 濃色 |
1程度

粒径 (m)

微品質」



鉱物・岩石名

高温型クラックは存在する しない

正長石c労 開に沿って溶化している。

集片双晶発達し、加熱変化はみられない

注  記

鉱
　
物
　
片

素地中に点在。一部は輝石 か
'

29 図版番号田 器  種 有台杯 1/4 薄片番号

KGY 備  考

粒径 ( 祠 形  状 そ   の量 比

カリ長石

アルバイト

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石英

黒雲母

+
+

十

+

十

十

max 0. zmm

max 0. 5mm

max 0. 4mm

max 0. 05mm

max 0.2mm

max 0.2mm 粒状～短柱状

破片状

破片状

安山岩

珪化岩

チャー ト + max 1.2mm 円礫状

ガラス

焼結核

ムライ ト

+

+ 1.Omm 長円状

配向性

粘上量

の程度

黄褐色。多色性はない。

淡黄褐色。多色性はない。

が い 。 石英集合体。
岩
石
片

焼
成
鉱
物

素

地

濃色 中間 淡色

強い 中程度 弱 い

多い

む

不良

中程度 少ない

記事 :小鉱物片を に で、緻密質である。

カリ長石の溶化による。僅少。

小鉱物片を含み、空隙が多い。

推定焼成温度 :1,150° C一。カリ長石は するが、石英は溶化していない。

30 図版番号‐山谷 器 種 甕 (珠洲焼)破片  1薄片番号

ン~ル が貼 ってある 備  考

量 比 粒径m) 形  状

カリ長石

アルバイト

黒雲母

不透明鉱物

単斜輝石

斜方輝石

石英 △～+

△～ 十

+

+

max 0. smm

max 0.5m
max 1.1mm

max 0.2m

破片状

破片状

破片状

短柱状

安山岩

珪化岩

流紋岩

チャー ト

+～△

+

+

max 1.4mm

max 1.lmm

max 1.2mm

亜

亜角礫状

ムライト

ガラス

焼結核 十～△

+

max 0.9m 長円状

の程度

調

配向性

粘土量

37 38

そ の

高温型クラックがある。

正長石。労開に沿って溶化している。

集片双品発達。波動消光する。

主として輝石の仮像。

の集合体。

ガラス基流品質。一部は溶化している。

と凝灰岩質。

カリ長石と安山岩片

完隙を多く含む

強い 中程度 弱 い

多い 中程度

良好 中程度

少ない

(径 0.05mm)σ ) ま が悪い。安山岩岩片を比較的多く がある。

径0.2～ 0.4mmの 粘土塊様の岩片が含まれ、非品質化している。安山岩の他に、流紋岩および同質凝灰岩

な い

鉱
　
物
　
片

岩
石
片

焼
成
鉱
物

素
　
地

ヒによる。

の岩片が含まれる特徴がある。

推定焼成温度 :1,150° C一。
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破片状

破片状

粒状～短柱状

″・岩石名

亜角礫状

濃色 '



偏 光顕 微鏡写真説明

図版鉱物 ・岩片略 号

Qz:石 英
Kf :カ リ:晨 Z雪

Pl :斜長石
Opx:斜方輝石
Mu:ム ライ ト

Li :酸 化鉄

Ch:チ ャー ト(岩片 )

G :ガ ラス

P :空 隙

図版・写真番号
1-la

l-lb

l-lc

l-2a
l-2b
l-2c

種実遺体の顕微鏡写真ネガ説明

図版・写真番号   種名   部位  試料名
2-1   モモ     核   SK10 2層 1

2-2   マメ科A   種子 SK10①
2-3   マメ科B   種子 SK10①
2-4   アカメガシワ 種子 SK 3属 1

2-6   ブ ドウ属    種子 SK5
2-8   イ不     胚乳  SK10 2層 1

2-5   トチノキ   種子  D5-12
2-7   ヒエ     穎果 D5-12

試料番号
岩田遺跡有台杯B5-11(SK4)

同上無台杯 SB4‐ P-8

同上

同上有台杯F8-13-7(SK6)

同上有台材く
')口

縁 D8

同上無台杯底部C8-13-2(SK13)

同上無台杯目縁 C8

同上無台杯底部 D7

同上

同上無台杯口縁 D8

同上有台杯底部 D5

材 の顕 微鏡写真 ネガ説明

樹 種  名      試料番 号
コナラ属コナラエ属 コナラ節の一種  No 31
コナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種  No 31
コナラ属 コナラ亜属 コナラ節の一種  No 31
クリ                N。 7

クリ                Nd 7
クリ                N(17
スケールA
スケールB

同上

カメ畑 無台杯底部

同 L無台杯 目縁

江 ノ 下無台杯底部

同 上無台杯 目縁

同 L

‐ノ沢無台杯 |」 縁

同上無台杯口縁部

権田無台杯 1/2

同上有台杯 1/2

同上有台杯1/4 KGY権田窯跡

山谷甕 (珠洲焼)破片

同上

同上

断面

木 口

柾 目

板 目

木 口

柾 目

板 目

対物倍率
〉(100
〉(100
〉(12.5
〉(12.5
〉(12.5
〉く12.5
〉(12.5
〉(12.5
〉(12.5
〉く12.5
〉く100
〉く100
〉〈12.5
〉〈12.5
〉〈12

〉く12

×12

×12

×12

〉く12

〉〈12

〉〈12

〉〈12

×12

×12

〉〈12

〉(12
×12

×12

×12

〉(12
〉〈12

〉〈100
〉〈50
〉(50
〉(100

ケ 一
Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

ス

・ 不ガ倍率は、スケールAが x12.5,Bが x32で 、写真図版はスケールAが 3 cm

になるように引 き伸ば したものを使用 した。

口万番料試

明説ガ

エア

ネ

野
真
翅

写

研

鏡

Ｅ

微

レ

顕

刀

片

ユー

薄
　
．

器
答

恵
辞

須
物口万図版番

３

３

４

４

５

５

６

６

７

７

８

８

９

９

１０

・０

・１

・１

・１

・２

・２

‐３

‐３

‐３

‐４

‐４

‐５

‐５

‐６

・６

・７

・７

・８

・８

・９

・９

２０

２０

一
十

一
＋

一
十

一
十

一
十

一
十

一
十

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

コ
　
一
＋

ニ

×

×

×

×

×

×

一
十

一
十

三

十

一
十

三

十

一
＋

一
十

一
十

一
十

一
十

一
十

立
日
　
　
　
　
　
　
　
立
日　
　
　
立
日　
　
　
立
ロ

縁

縁

縁

縁

縁

日

口

口

口

口

杯

杯

杯

杯

杯

ムロ　　　ムロ　　　ムロ　　　ムロ　　　ムロ

笠
小　
　
毎
〔　
　
霊
（　
　
毎
小　
　
毎
小

上

上

黒

上

上

同

同

羽

同

同

+

+

+

十

十

十

+

十

+

十

十

+

+

十

+

同上無台杯底部C6-12-2(SK5)

同上無台杯口縁SK10-21

同上有台杯1/3B8-25-1

同上

同上無台杯底部 B5

同上無台杯 口縁 SK13

同上有台杯底部SB2-P10

×12.5
〉(12.5
〉(12.5
〉(100
〉(12.5
×12.5
〉(12.5
〉(12.5
×12.5
〉(12.5
〉〈50

〉く50

〉(12.5
〉(12.5
〉く12.5
〉(12.5
〉く12.5
〉〈12_5

×

× 十

一　
一
十

一
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同 上



図版 1 材の顕微鏡写真

1.コ ナラ属コナラ亜属コナラ節の一種 (No.8)a(木口)× 30,b(柾 目)× 77,c(板 目)×77

2.ク リ(No」 0)a× 30,b× 77,c× 77

Ч

■
１

１

■
，

“
¨

:諸



図版 2 種実遺体

1,モ モ核(SK10 2層 1)× 1.5,2.マ メ科A種子 (SK10① )× 8,3.マ メ科 B種子 (SK10① )× 8,

4.ア カメガシワ種子(SK 3層 1)× 8,5.ト チノキ種子(D5-12)× 4.1,6.ブ ドウ属種子 (SK5)× 6.5,

7.ヒ エ穎果(D5-12)× 12,8.イ ネ胚乳 (SK10 2層 1)× 8



図版 3

下方ポーラー

0'5mm

直交ポーラー



図版 4

下方ポーラー

0 .smm

直交ポーラー



図版 5

下方ポーラー

0.2mm

L¨¨̈¨̈¨̈¨̈¨̈¨̈¨̈‥」

直交ポーラー



図版 6

下方ポーラー

0 .5mm

直交ポーラー



図版 7

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー



図版 8

下方ポーラー

0 .5mm

直交ポーラー



図版 9

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー



図版 10

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー



図版 11

下方ポーラー

0.2mm

L________¨ ¨̈ _̈___」

直交ポーラー

0 .2mm

下方ポーラー

0.05mm

L__________」



図版 12

下方ポーラー

直交ポーラー

0 '5mm



図版 13

下方ポーラー

直交ポーラー

0 .5mm

下方ポーラー

0.05mm

0.5mm

L__________________」



図版 14

1｀

・
Kfヽ

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー

鏑



図版 15

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー



図版 16

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー



図版 17

下方ポーラー

0.lmm

直交ポーラー



図版 18

下方ポーラー

0 .5mm

直交ポーラー



図版 19

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー



図版20

下方ポーラー

0.5mm
L____________________」

直交ポーラー

Qz
載

Qz :



図版 21

下方ポーラー

0.05mm

L..__._._____.._._._._._.._._.」

直交ポーラー



図版22

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー



図版23

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー



図版24

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー



図版25

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー



図版26

下方ポーラー

0.05mm

直交ポーラー



図版27

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー



図版28

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー

L_______」



図版29

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー



図版30

下方ポーラー

0'5mm

直交ポーラー



図版 31

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー



図版32

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー



図版33

下方ポーラー

0.5mm

L_____________________________________」

直交ポーラー



図版34

下方ポーラー

0.smm

直交ポーラー



図版35

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー



図版36

下方ポーラー

0.5mm

L__________________」

直交ポーラー



図版37

下方ポーラー

0.5mm

直交ポーラー

0.5mm

下方ポーラー

0.05mm

L___________」



図版38

下方ポーラー

0.1mm

直交ポーラー

0.lmm

下方ポーラー

0.05mm
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